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P − 221 妊娠 中毒症妊婦血清並 びに 臍帯

動 ・静脈血清中 2−OH 　estradiol 　17・sulfate

の 測定

ポス ター
［ヨ産婦言志47巻 臨時増干叮

P − 222　 胎 盤 ト ロ ホ ブ ラ ス トに お ける チ ト ク

P 一
ム オ キ シ ダーゼ 活性 に つ い て ，正 常胎盤と妊

娠 中毒症胎盤と の 対 比
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1目的】こ こ数年来 、 カテ コ
ー

ル エ ス トU ゲ ン

の 抗脂質過酸化作用が 注 目され 、 わ れわ れ

　は 2 −OH　estradiol 　17・sulfate （2・OH 　E2・17・S）
に つ い て 前 回まで にRIA 法を開発、妊婦血

清にお い て 測定して きた 。 2−OHE2 ・17−Sは

妊娠 中毒症 にお い て 内因性 の 抗酸化剤 と し

て作用 して い る もの と推察される 。 今回 、

妊娠中毒症妊婦血 清お よび臍帯動 ・静脈血

清におい て2・OHE2 ・17−S、 過酸化脂質を測

定 、 分析 した 。 1方法j標準曲線用 に男 子血清
1m1 に各濃度の 20H 　E2・17 −S を添加 、

こ れ ら

と上記血清 1mlに ア ス コ ル ビ ン酸 、 サ リチ

ル 酸を添加後 、
エ タノ ール ・エ ーテ ル 混合

液に て抽出、 ほぼ 乾固後 、 Tris − HC 正緩衝液
2mlを加 え混和 、 16，73Hj2：0ri　E2・17 −S
2，500dpm 、抗 2つ H　E2・17・S抗体（× 1

，
000 ）を

添加 、 4℃に て 15時間イン キ ュ ベ ー
シ ョ ン

し、 B／F分離 、 上清の放射能を測定 した 。階
果】妊娠ユ0か 月時 に お ける正常群 、 妊娠中毒
症 で の毎体静脈血清中 にお ける濃度（M ± SD ）

は各 々 3085 ± 1732
， 1410 ± 538pg／ml で

、

後者が有意 に （p 《 α05）低か っ た 。 また分

娩時母体静脈血清 、 臍帯静脈お よび動脈 に

おける濃度は各々 850± 320　
，
4650 ± 3230 ，

6320 ± 5150pg ／ml で臍帯動脈 にお い て は母

体末梢血 よ りも有意に（p 《 0．05）高値で あ っ

た 。 【結論】E2
・17・Sの 2・OH　E2・17 ・Sへ の カ テ

コ
ー

ル化 に胎盤ある い は胎児 の 関与が考 え

られ、2つ HE2 ・17・Sが 妊娠中毒症 に お い て

抗脂 質遺酸化作用 にあずか るス カ ベ ン ジ ャ

ーと して 働い て い る可 能性が 示唆 された 。

［目的］胎盤 卜 卩 ボ ブ ラ ス トは活発な代謝活動を営

む ．一
方，妊娠 中毒症胎盤で は胎盤機能不全 が し

ば しば 認め られ る が ，ト ロ ボ ブ ラ ス ト細胞 レ ベ ル

で の 代謝活動 の 変化を追跡 した デ
ー

タ は 比較的少

な い ．今回 ，細胞 内呼吸活動 の 指標 で ある チ ト ク

ロ
ー

ム オ キ シ ダ ーゼ （cytochrome 　 oxidase ：COX ）

活性 の 胎盤 ト ロ ホ ブ ラ ス ト内局在を電顕酵素細胞

化学的に 検討 し，あわ せ て 妊娠中毒症胎盤に おけ

る本酵 素活性 の変化を追求 し た ．［方法］正期産正

常妊娠 お よ び重症妊娠 中毒症合併妊娠 の 胎 盤 ， お

の お の 3 例 よ り組織を採取 ． 1％ グ ル タ ル ア ル デ

ヒ ドに て 0 ℃ ，30分間浸漬固定 ．40μm 凍結切片を

作成 ．DAB を用 い る Seligman法 に て COX活性 を酵素

組織 化学 的 に 検出（37℃ ，120分 間反応）．以下 電顕

試料 を作成 し ，透過 電顕 に て 観察 し た ．［成績］CO

X活性は 合胞体細胞 （S細胞）Langhans細胞 （L細胞）

とも ミ ト コ ン ド リ ア （Mt）の 内膜 ，ク リス テ膜 お よ

び膜間隙に 局在 し て い た ．COX活性 を指標 と して

ト ロ ホ ブ ラ ス トの Mtを観察する と，S 細胞 の Mt は

小型 で 直径 は 平均 0．15μm ， ク リ ス テ は 疎 で 平均

2 − 3 個 ，時 に ひ き の ば され た 不正形 の Mtを 認 め

る ，L 細胞 で は Mtは やや大型，平均 直径 0，30μm ，
ク リス テ は 密で 平 均 10個内外存在 し て い た ．妊娠

中毒症胎盤で は ．COX活性 の減弱 を 認 め ，こ と に

こ の 活性低
一．
ドは S 細胞 に お い て 顕 著 で あ っ た ，

［結論］F ロ ホ ブ ラ ス トに お ける COX 活 性 が は じ め

て 示 され た ，本酵素活性を指標 に した Mt形態 の 検

討 に よ り，S 細胞 と L 細胞 とで は Mtの 形態が異な

る こ とが判 明 し た ．さ ら に 妊娠 中毒症 に お い て

は ，絨毛間腔 の 低酸素状態が あ り．こ れ に 接する

S 細胞に お い て は 細胞 内呼吸が著 明 に 抑 制さ れ ，

細胞機能障害を示 し て い る も の と推察され た 。
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